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次期学習指導要領の目玉：「統合・総合」はなぜ
評価の対象外？これで本当に機能する？

寺田拓真様（もと文部科学省、広島県総務局付課長）



（ご紹介）

寺田拓真
てらだ たくま

広島県総務局付課長、福山市教育委員会学校教育
部参与、大阪教育大学客員教授

2004年に文部科学省に入省し、教育改革の司令塔、
教育投資の充実などを担当。2014年より、広島県教
育委員会に籍を移し、学びの変革推進課長として、教
育改革の企画立案と実行、県立広島叡智学園中・高等
学校の創設などを担当。2022年、ミシガン大学教育
大学院修士課程修了（学習科学・教育テクノロジー専
攻）。

著書に『教育改革を「改革」する。』（2023年、学
事出版）。
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次期学習指導要領の目玉：「総合・統合」はなぜ
評価の対象外？これで本当に機能する？

寺田拓真様（もと文部科学省、広島県総務局付課長）



それではご覧ください



教育改革「流星群」



学校教育と子どもたちの課題

① 動機付け（Motivation）

② 転移（Transfer）



① 動機付け（Motivation）

② 転移（Transfer）

入口

出口

学校教育と子どもたちの課題



不登校児童生徒数の推移

2014 2019 2024

小学校
2.30%

44人に１人

中学校
6.79%

15人に１人

0.83%

120人に１人

3.94%

25人に１人

0.39%

255人に１人

2.76%

36人に１人

（「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」（文部科学省）より）



① 動機付け（Motivation）

② 転移（Transfer）

入口

出口

学校教育と子どもたちの課題



≪平成27年度中核教員研修 第１期（平成27年4月23日） 上智大学・奈須正裕教授御講演資料より≫

【平成１９年度「全国学力・学習状況調査」】

Ａ問題 Ｂ問題

正答率 ９６％ １８％

2015.8  Hiroshima Prefectural Board of Education - Learning Innovation Promotion 
Division



「学びの価値付け」

に関する問題

① 動機付け（Motivation）

② 転移（Transfer）

出口

入口

学校教育と子どもたちの課題



① 行動主義（Behaviorism）

→ 反復と報酬と罰則（犬が「お手」→エサ）

② 認知主義（Cognitivism）

→ 情報処理過程（脳の働き/知識の変容）に着目

③ 社会構成主義（Social Constructivism）

→ 学習者が知識を意味付け・価値付け

（生徒のアイデンティティや文化、文脈と関連）

Know

Understand

Make sense

学習理論（BIG 3）



「使える」
レベル

「分かる」
レベル

「知っている」
レベル

応用
活用

暗記
反復

学力のレベル 学習指導要領の内容

個別・
具体的

一般・
抽象的見方・考え方

知識
技能

思考力
判断力
表現力

単元目標

評価の対象

現行

（石井英真. (2020). 『授業づくりの深め方―「よい授業」をデザインするための５つのツボ―』ミネルヴァ書房. を参考に筆者作成）



サッカー

ドリブル練習

パス練習

シュート練習

試合

ドリブルテスト

パステスト

シュートテスト

組み合わせ練習

＆テスト

（ex. ドリブル

→シュート）

ミニゲーム

勉強

？？？ ？？？？？？ ？？？ ？？？

「知っている」レベル 「使える」レベル

（筆者作成）
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暗記
反復

見方・考え方
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技能

思考力
判断力
表現力
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評価の対象

個別・
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抽象的

現行

見方・考え方

統合的な
理解

次期（案）

総合的な
発揮

知識
技能

思考力
判断力
表現力

単元目標

評価の対象

（石井英真. (2020). 『授業づくりの深め方―「よい授業」をデザインするための５つのツボ―』ミネルヴァ書房. を参考に筆者作成）



改訂前 改訂後

小学校

元々活動は多め
（グループ学習、学び合い、

ペアトークなど）
活動が更に増加

中学校
高校

元々活動は少なめ
（講義中心）

あまり変わらず
（依然として講義中心）

（筆者作成）



現在の課題

小学校

⚫ 活動と目標が合致していない（活動あって学びなし）

⚫ 基礎的な内容の定着がおろそかに（「ミニゲーム」ばかりの授業）

⚫ 一部の児童しか授業に「参加」していない

中学校
高校

⚫ 生徒が知識を活用する場面が少ない（「ドリブル練習」ばかりの授
業）

⚫ 「使える」レベルの学力（＝「試合」で活躍できる力）を育むこと
ができていない 転移

動機付け

（筆者作成）
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（石井英真. (2020). 『授業づくりの深め方―「よい授業」をデザインするための５つのツボ―』ミネルヴァ書房. を参考に筆者作成）
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